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凍土遮水壁の着工について

凍結プラントで-30℃程度に冷却したブラインを、ブライン配管を通じて各凍結管に送り、循環させることで
凍土を造成する。凍結管内循環後、温度が上がったブラインは再び凍結プラントに送り、冷却する。

※凍土遮水壁ラインは暫定であり、現場状況により変更の可能性がある。

100m 凍結プラント仕様（O.P.+35m盤に設置）

凍結プラント設置位置

凍土遮水壁ライン（ブライン配管）

海側遮水壁
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N

山側

総延長：約1、500m

冷凍能力 261ｋW／台

冷凍機 30台

ブライン（冷媒） 塩化カルシウム水溶液

プラント出口のブライン温度 -30℃程度

凍土遮水壁ライン・凍結プラント基本配置

＜ 参 考 資 料 ＞
平 成 2 ６ 年 ６ 月 ２ 日
東 京 電 力 株 式 会 社

凍土遮水壁について、埋設配管貫通部を除く凍結管設置工事のうちボーリング工のケーシング（外管）設置お
よび凍結管の建込みの実施、ならびに凍結プラント設置工事の開始について、ご了解をいただいたことから、
６月２日より工事を開始する予定。
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凍土遮水壁 施工ブロック図
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凍土遮水壁 工事工程表

※：凍結管本数は暫定の本数であり、現場状況により変更の可能性がある。

凍結管本数
＜計1,550本＞※

＃１号北純水タンク裏・
旧事務本館前

旧事務本館前トレンチ

＃１、２号山側法面

＃３号Ｒ／Ｂ西側

３ＢＬＫ

４ＢＬＫ

５ＢＬＫ

６ＢＬＫ

項　目

２ＢＬＫ

１ＢＬＫ 海側遮水壁北側連結

＃１号五叉路

71

16

９ＢＬＫ 70

７ＢＬＫ

８ＢＬＫ

＃４号Ｒ／Ｂ西側

＃４号Ｒ／Ｂ南側

海側遮水壁南側連結

199

10

凍結管
設置

（山側）

6 7

193

40

129

91

177

64 511 7
Ｈ２６ Ｈ２７

8 29 312 1

モニタリング設備設置工事

ブライン配管設置工事

凍結管
設置

（海側）

82＃４号Ｔ／Ｂ海側

＃３号Ｔ／Ｂ海側

＃１，２号Ｔ／Ｂ海側

＃１復水タンク海側

試運転・調整
注水井設置工事

１０ＢＬＫ

230

194

58

１１ＢＬＫ

１３ＢＬＫ

１２ＢＬＫ

凍結プラント設置工事

＜凡例＞
　

　【実施計画補正後に施工】

：準備・仮設工

： 削孔・建込

： 埋設貫通部

▼凍結開始

▼運転管理開始

： その他工事
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凍結管 施工手順

・地中に凍結管を設置し、－３０℃程度の冷媒（ブライン）を循環させるブライン配管と接続する。

1.削孔 2.ケーシング底部止水 3.凍結管建込 4.ブライン配管接続

作業日数：約2日

＜30mの場合＞
作業日数：約2日 作業日数：約1日

作業日数：合計 約５日

削孔ケーシング

先端ビットが
回転しながら
削孔

ケーシング底部止水

凍結管建込

ブライン配管

凍結管周りの孔壁保護
（セメントベントナイト）

透水層

難透水層


